
資料３-２ 

小・中学生～親世代へのアプローチ ～令和５年度実績・進捗～ 

 

【目標２】 

➣ 教育局、教育委員会、学校（養護教諭、栄養教諭）、各町、保健所が連携を強化（情報共有、課題の明確化、

取組の検討、実施）し、生活習慣改善（減塩）に向けた取組を一体的に推進することで、小・中学生～親世代

に対する減塩の意識付け・行動変容へアプローチする。 

 

【ステップ３（令和５年度）】 

実 績 ・ 進 捗 

１ 小・中学生～親世代の減塩対策検討会議 

・第１回検討会議の開催（６月２０日） 

～各町栄養教諭、各町行政栄養士、保健所担当者で「減塩」に着目した食に関する指導の実施に向けた 

意見交換を行った。 

 

２ 実施要領の作成及び小・中学校への周知 

 ・南檜山管内全小学校・中学校へ指導案を送付し、周知を図った。（７月） 

  ～今年度は初年度のため、モデル校として、江差小学校・乙部中学校にて実施することとなった。 

 

３ 「減塩」に着目した食に関する指導のモデル実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実施効果＞ 

小・中学生共に、事前アンケートでは普段の食事で塩分を意識していると回答した者が 30％～50％に留ま

ったが、事後アンケートでは、今後塩分に気をつけると回答した者が両者ともに 100％となった。また、実施

後、給食時にめん類のスープを残したり、食品の栄養成分表示を見るようになったなど、実際に行動変容へと

つながっている。 

また、生徒や児童だけでなく、授業の様子を記載した食育レポートを家庭に配付することで、親世代への波

及効果も期待できる。 

 

４ 今後の予定 

 ・第２回検討会議の開催（１～２月頃） 

  ～江差小学校、乙部中学校での実施を踏まえ、本事業の評価及び次年度に向けた方向性について意見交換 

を行う。 

（１）江差町立江差小学校（１０月２日） 

 ・対象者：第６学年 ２１名 

 ・指導者：江差町小学校栄養教諭 

 ・内 容：「生活習慣病を予防するための 

食生活を考えよう」 

  ～授業後、保護者へ食育レポートを配付。 

 ・児童感想（一部抜粋）： 

  ～カップラーメンをとりすぎないようにする。

汁を全部飲まないようにする。 

  ～醤油のかける量を減らすよう気をつける。 

 

（２）乙部町立乙部中学校（１１月２２日） 

 ・対象者：第３学年 １２名 

 ・指導者：乙部中学校栄養教諭、乙部町行政栄養士 

 ・内 容： 「乙部町の健康課題について考えよう」 

  ～授業後、保護者へ食育レポートを配付。 

 ・生徒感想（一部抜粋）： 

  ～普段から成分表の食塩相当量をしっかり見て、

塩分のとりすぎを防ぎたい。 

  ～乙部町は塩分をたくさんとっている人が多いこ

とに驚いた。 

 



（江差小学校） （乙部中学校） 

（乙部中学校） （江差小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の様子】 

【保護者向け食育レポート】 


